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県
知
事
か
ら
の
「
半
額
助
成
」
と
い
う

報
道
に
対
し
「
公
約
で
あ
れ
ば
き
っ
ち

り
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
格
差
が
生
じ
て
く

る
」
等
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今
一
度
、
無

償
化
に
つ
い
て
早
急
な
実
現
の
働
き
か
け
を
。

沖
縄
振
興
拡
大
会
議
や
県
予
算

交
換
の
場
で
給
食
費
無
償
化
の
要
請
は
し
た
。

総
合
計
画
は
全
県
市
町
村
が
作
成
・
発

刊
し
て
い
る
。
住
民
が
約
一
年
程
か
け

て
、
将
来
に
夢
を
託
し
て
つ
く
り
上
げ
た
も
の
。

町
民
参
画
の
「
開
か
れ
た
対
話
行
政
」
と
言
え

る
。
総
合
計
画
を
否
定
す
る
こ
と
は
町
民
を

無
視
す
る
町
政
に
過
ぎ
な
い
。
町
民
の
声
・

思
い
・
夢
を
町
政「
総
合
計
画
」に
活
か
す
よ

う
職
員
及
び
町
長
に
強
く
発
刊
を
要
請
す
る
。

本
町
で
は
町
の
目
指
す
べ
き
案

を
示
し
た
「
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。
他

自
治
体
の
「
総
合
計
画
」
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。

町
民
の
水
道
料
金
値
上
げ
計
画
や
県

へ
の
補
助
要
請
に
つ
い
て
問
う

今
年
度
で
改
定
時
期
を
検

討
す
る
。
補
助
要
請
は
中
部
市
町
村
会
で
連

名
で
知
事
に
要
請
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
が
生

じ
過
重
負
担
の
現
状
が
あ
る
。
年
間

の
処
遇
を
問
う
。

民
生
法
第
10
条
に
基
づ
き

給
与
を
要
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
基
本
。

県
か
ら
年
額
約
６
万
円
の
活
動
費
、
町
か
ら

協
議
会
に
対
し
補
助
金
支
給
と
し
て
一
人
当

た
り
３
万
円
支
給
。

近
隣
市
町
村
は
そ
れ
な
り
に
処
遇
改

善
さ
れ
て
い
る
。
民
生
委
員
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
状
態
、
誠
意
で
福
祉
の
先
端
を

担
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
り
の
処
遇
を
き
ち
ん

と
や
る
べ
き
、
町
だ
け
で
駄
目
な
ら
県
、
国

に
対
し
て
行
政
の
手
続
き
を
経
な
が
ら
で
も

や
る
べ
き
。
成
り
手
が
い
な
く
な
る
こ
と
を

想
定
し
た
ほ
う
が
い
い
。
い
い
仕
事
を
し
て

い
る
方
に
い
い
処
遇
改
善
を
。
誠
意
だ
け
で

保
て
る
よ
う
な
行
政
で
は
駄
目
。

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
快
く
引

き
受
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
一
番

重
要
。
国
や
県
に
対
し
て
も
要
請
し
て
い
く
。

東
小
の
建
て
替
え
を
保
護
者
も
大

変
期
待
し
て
い
る
。
老
朽
化
で
壁

等
の
剥
離
の
危
険
箇
所
も
あ
る
。
子
ど
も
の

命
に
も
関
り
か
ね
な
い
。
な
ぜ
修
繕
が
遅
れ

て
い
る
の
か
。

手
が
届
く
範
囲
の
剝
離

は
対
応
済
み
。
他
の
剥
離
箇
所
は
見
積
額
が

か
な
り
大
き
く
、
予
備
費
で
は
な
く
、
本
定

例
会
の
補
正
予
算
の
議
決
後
に
発
注
の
予
定
。

給
食
運
搬
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
故
障
を

な
ぜ
直
さ
な
い
の
か
。
校
舎
建
替
に

は
数
年
か
か
る
。
本
来
の
業
務
で
は
な
い
こ

と
に
現
場
に
負
担
を
強
い
て
い
い
の
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
古
く

部
品
調
達
で
き
ず
修
理
が
困
難
な
状
況
。
現

在
、
各
階
へ
の
搬
入
を
業
者
や
児
童
が
行
っ

て
い
る
。
人
員
配
置
の
検
討
も
短
時
間
の
た

め
確
保
が
難
し
い
。
別
の
方
法
を
含
め
、
今

一
度
検
討
し
た
い
。

南
小
の
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
率
が

16
％
と
突
出
し
て
い
る
。
中
で
も
２

年
生
は
38
名
の
う
ち
支
援
の
子
が
11
名
で

在
籍
率
29
％
。
交
流
学
級
で
は
大
所
帯
と
な

り
、
ど
の
子
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も

好
ま
し
い
環
境
で
は
な
い
。
６
年
生
ま
で
こ

の
状
況
は
よ
く
な
い
。
解
決
策
は
な
い
の

か
。

法
的
に
は
問
題
は

な
い
が
実
際
は
過
剰
な
状
況
に
あ
る
。
学
校

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
対
応
し
、
引
き

続
き
、
中
頭
教
育
事
務
所
に
要
請
し
て
い

る
。

法
的
に
問
題
な
い
と
は
い
え
、
特

別
な
対
応
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

単
費
で
担
任
を
雇
っ
て
２
ク
ラ
ス
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
室
不
足
等
の
状
況
も

あ
り
、
運
用
で
い
ろ
い
ろ
手
を
打
ち
た
い
。

待
機
児
童
が
10
人
以
上
い
る
市
町

村
へ
の
緊
急
的
措
置
「
放
課
後
居

場
所
緊
急
対
策
事
業
」
の
活
用
の
検
討
を
。

前
提
と
し
て
場
所
の
確

保
、
人
材
の
確
保
、
予
算
の
調
整
等
が
必

要
な
の
で
、
ま
ず
は
課
題
を
確
認
し
検
討

し
た
い
。

今年、建設検討委員会が立ち上
がる築 42年経過の西原東小学校

■
老
朽
化
し
た
西
原
東
小
の
建
て
替

え
は
待
っ
た
な
し
！

■
西
原
南
小
の
特
別
支
援
学
級

の
過
密
化
は
児
童
に
も
教
員

に
も
負
担
大
！

■
国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」

に
基
づ
く
学
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
拡
充
を
！

■
給
食
費
無
償
化
は
県
知
事
公
約
！

中
学
校
の
み
の
半
額
補
助
に
よ
り

地
域
格
差
を
広
げ
る
知
事
は
公
約

を
守
る
べ
き
！

■
地
域
福
祉
の
要
、
縁
の
下
の
力

持
ち
「
民
生
委
員
」「
児
童
委

員
」
の
皆
さ
ん
！
感
謝
の
気

持
ち
で
処
遇
改
善
を
要
望
!!

○
町
民
満
足
度
の
高
い
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

仲
なか

松
まつ

　勤
つとむ

議員

伊
い

集
じゅ

　悟
さとる

議員

町
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
長

教
育
総
務
課
長

建
設
部
長

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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な
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き
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べ
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、
町
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県
、
国

に
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て
行
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手
続
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を
経
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が
ら
で
も

や
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べ
き
。
成
り
手
が
い
な
く
な
る
こ
と
を

想
定
し
た
ほ
う
が
い
い
。
い
い
仕
事
を
し
て

い
る
方
に
い
い
処
遇
改
善
を
。
誠
意
だ
け
で

保
て
る
よ
う
な
行
政
で
は
駄
目
。

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
快
く
引

き
受
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
一
番

重
要
。
国
や
県
に
対
し
て
も
要
請
し
て
い
く
。

小
波
津
川
の
中
核
に
位
置
し
水
流
域

が
合
流
す
る
重
要
な
橋
と
な
っ
て
い

る
。
築
年
数
、
橋
梁
の
路
面
高
を
聞
く

現
橋
梁
部
は
２
分
割
で
築

造
さ
れ
、
五
叉
路
の
交
差
点
部
は
築
35
年
、

上
流
部
は
築
年
31
年
。
路
面
高
は
、
現
路
面

高
よ
り
68
セ
ン
チ
程
度
高
く
な
る
。

橋
の
現
行
の
断
面
積
と
改
修
後
の

断
面
積
に
つ
い
て

現
橋
梁
の
断
面
積
は

１
１
．
５
㎡
で
、
改
修
後
３
５
．
２
㎡
で
３
．

１
倍
大
き
く
な
る
。

現
行
の
断
面
積
か
ら
３
．
１
倍
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
十
分
機

能
す
る
の
か
。何

年
確
率
と
い
う
の
が
あ
り
、

基
本
的
に
小
波
津
川
の
場
合
は
30
年
に
一
度

の
確
率
で
あ
ふ
れ
る
と
い
う
計
算
が
基
に

な
っ
て
い
る
。

６
号
車
道
橋
梁
工
事
費
の
総
額
と
工

期
に
つ
い
て総

額
は
令
和
５
年
度
積
算

時
点
で
約
４
億
円
を
見
込
み
、
工
事
期
間
は

３
～
４
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

呉
屋
安
室
７
号
線
の
工
事
と
供
用
開

始
に
つ
い
て事

業
期
間
が
平
成
28
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
工
事
の

進
捗
次
第
で
は
一
部
供
用
開
始
を
検
討
し
て

い
る
。

小
波
津
自
治
会
で
は
仮
称
コ
ウ
セ
イ

橋
と
呼
ん
で
い
る
が
、
正
式
名
称
を

つ
け
る
べ
き
と
思
う
が
そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

同
交
差
点
の
橋
梁
の
正
式
名
称

に
つ
い
て
は
、
公
募
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

等
検
討
し
て
い
く
。

小
波
津
川
の
川
底
が
海
抜
０
ｍ
に
近

い
状
況
。
津
波
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
聞
く

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
法
律
第
８
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
し
避
難
誘
導

マ
ッ
プ
で
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

４
月
３
日
の
津
波
警
報
時
、
運
動
公

園
に
集
中
し
一
時
間
近
い
渋
滞
し
た

状
況
の
対
応
に
つ
い
て
。

運
動
公
園
へ
の
避
難
者
が

多
く
駐
車
場
の
８
割
以
上
埋
ま
り
当
時
は
職

員
が
交
通
整
理
等
の
対
応
を
行
っ
た
。

■
そ
の
他
橋
梁
工
事
に
つ
い
て

■
地
域
防
災
に
つ
い
て

■
町
民
と
共
に
創
る
「
総
合
計

画
」
は
県
内
す
べ
て
の
行
政

で
発
刊
し
て
い
る
！
無
い
の

は
西
原
町
だ
け
！

■
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
！
県

知
事
へ
補
助
要
請
を
！

■
津
波
警
報
時
の
対
応
に
つ
い
て

■
小
波
津
川
橋
梁
工
事
に
つ
い
て

○
学
校
運
営
の
諸
課
題
に
つ
い
て

○
国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ
く

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
拡
充
に
つ
い
て

○
町
民
満
足
度
の
高
い
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル

　
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

○
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

○
環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

○
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

大
おお

城
しろ

　好
よし

弘
ひろ

議員

町
長

町
長

町
長

町
長

福
祉
課
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

小波津川橋梁工事はどうなる？

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

3



町
職
員
の
自
治
体
加
入
率
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
回
答
数
２
２
１
人
の
う
ち
、
自
治

会
加
入
者
１
０
１
人
、
４
２
．
１
％
。

焼
却
施
設
誘
致
に
関
す
る
経
緯
に

つ
い
て
聞
く
。

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

小
那
覇
自
治
会
よ
り
推
薦
が
あ
り
西
原
町

か
ら
南
部
広
域
行
政
組
合
へ
推
薦
し
た
。

焼
却
施
設
誘
致
に
関
す
る
地
主
へ

の
説
明
責
任
に
つ
い
て
聞
く
。

今
後
は
来
月
７
月
31
日
水
曜

日
、
19
時
か
ら
中
央
公
民
館
に
て
西
原
町
民

へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
そ
こ
に

地
権
者
も
案
内
す
る
予
定
と
の
こ
と
。

区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
ア
パ
ー
ト

入
居
者
へ
の
一
般
会
計
よ
り
家
賃
補

償
を
行
っ
た
累
積
額
と
世
帯
数
を
聞
く
。

世
帯
数
18
世
帯
、
充
当
額

は
令
和
５
年
度
末
時
点
で
１
億
７
千
８
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

４
月
３
日
の
津
波
警
報
に
よ
る
住

民
の
安
全
確
保
や
消
防
等
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

緊
急
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
民
へ

の
防
災
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
の
放
送
を

行
い
、
東
部
消
防
と
は
、
情
報
収
集
な
ど
連

携
を
図
り
、関
係
機
関
の
保
育
所
、児
童
館
、

学
童
、
学
校
に
避
難
連
絡
し
、
避
難
計
画
の

と
お
り
、
避
難
が
行
わ
れ
た
。

水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
見
直
し
を
今

年
度
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
西
原
町
の
観
光
資
源
に
つ

い
て
何
か
聞
く
。

西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
や
イ

ル
カ
公
園
、
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
等
の
施
設
、

運
玉
森
、
さ
わ
ふ
じ
コ
ス
モ
ス
畑
等
の
名
勝
、

自
然
、
内
間
御
殿
、
歌
碑
等
の
史
跡
、
文
化
、

綱
引
き
、
旗
頭
、
組
踊
り
、
獅
子
舞
い
、
村

あ
し
び
等
の
地
域
伝
統
行
事
、
金
丸
や
ウ
ン

タ
マ
ギ
ル
ー
、
さ
わ
り
ん
等
の
人
物
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、西
原
ま
つ
り
、平
和
音
楽
祭
、マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

未
就
学
の
医
療
的
ケ
ア
児
に
お
い
て

保
育
園
入
園
等
の
希
望
が
あ
っ
た
際

の
対
応
状
況
を
聞
く
。

園
で
ど
の
よ
う
な
医
療
の

対
応
が
必
要
か
を
具
体
的
に
確
認
し
て
、
保

護
者
が
希
望
す
る
園
の
受
入
れ
が
可
能
か
ど

う
か
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
校
等
が
安
心
安
全
に
医
療
的
ケ

ア
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
関
係
部

局
や
機
関
、
保
護
者
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

会
議
体
を
設
置
し
、
総
括
的
な
管
理
体
制
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
看
護
師

や
介
護
士
の
配
置
等
に
関
す
る
連
携
協
定
や

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

受
け
入
れ
態
勢
や
協
議
体
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
電
源
は

確
保
の
ほ
か
、
災
害
時
の
介
護
、
看

護
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

医
療
的
ケ
ア
、
医
療
機
器

等
の
必
要
な
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
避
難

所
の
ほ
う
が
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ

る
場
所
で
あ
る
た
め
、
感
染
症
や
衛
生
面
の

確
保
は
避
難
所
の
環
境
と
し
て
は
対
応
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
意
見
交
換
や
協
議
の
場
が

今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

自
立
支
援
協
議
会
の
子

ど
も
部
会
の
１
つ
と
し
て
、
町
内
事
業
所
に

在
籍
す
る
４
名
の
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
委
託
相
談
を
含
め
た
協
議

の
場
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
。

巡
回
心
理
士
の
各
保
育
園
へ
の
巡
回

頻
度
を
上
げ
て
、
現
場
の
先
生
方
に

対
し
、
手
厚
い
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
つ
い
て
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
て
空

き
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

県
の
住
宅
課
の
ほ
う

で
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
運
用

を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
県
の
総
合
窓
口

も
利
用
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
制
度
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

■
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
拡
充
を

■
施
政
方
針
に
つ
い
て
聞
く

■
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
対

策
を

■
巡
回
臨
床
心
理
に
つ
い
て

新
あら

田
た

 宗
そう

信
しん

議員

山
やま

城
しろ

 勝
かつ

貴
たか

議員

町
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
課
長

都
市
整
備
課
長

建
設
部
長

総
務
部
長

○
い
い
あ
ん
べ
ー
家や
ー
・
い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
に

つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

臨床心理士の各保育園巡回頻度の向上を！焼却施設誘致について地主への説明は？

要望

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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加
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は
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
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を
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た
と
こ
ろ
回
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数
２
２
１
人
の
う
ち
、
自
治

会
加
入
者
１
０
１
人
、
４
２
．
１
％
。

焼
却
施
設
誘
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に
関
す
る
経
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て
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く
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に
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薦
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薦
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。
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７
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、
19
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会
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定
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も
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内
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７
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８
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る
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３
日
の
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に
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る
住

民
の
安
全
確
保
や
消
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等
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

緊
急
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
民
へ

の
防
災
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
の
放
送
を

行
い
、
東
部
消
防
と
は
、
情
報
収
集
な
ど
連

携
を
図
り
、関
係
機
関
の
保
育
所
、児
童
館
、

学
童
、
学
校
に
避
難
連
絡
し
、
避
難
計
画
の

と
お
り
、
避
難
が
行
わ
れ
た
。

水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
見
直
し
を
今

年
度
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
西
原
町
の
観
光
資
源
に
つ

い
て
何
か
聞
く
。

西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
や
イ

ル
カ
公
園
、
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
等
の
施
設
、

運
玉
森
、
さ
わ
ふ
じ
コ
ス
モ
ス
畑
等
の
名
勝
、

自
然
、
内
間
御
殿
、
歌
碑
等
の
史
跡
、
文
化
、

綱
引
き
、
旗
頭
、
組
踊
り
、
獅
子
舞
い
、
村

あ
し
び
等
の
地
域
伝
統
行
事
、
金
丸
や
ウ
ン

タ
マ
ギ
ル
ー
、
さ
わ
り
ん
等
の
人
物
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、西
原
ま
つ
り
、平
和
音
楽
祭
、マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

南
部
広
域
行
政
組
合
が
去
る
５
月
21

日
の
理
事
協
議
会
で
、
糸
満
市
、
豊

見
城
市
、
南
城
市
、
八
重
瀬
町
、
与
那
原
町
、

西
原
町
の
６
市
町
で
一
元
化
を
進
め
る
焼
却

炉
な
ど
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
を

西
原
町
小
那
覇
の
農
業
地
区
域
（
約
４
．
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
内
定
し
た
と
沖
縄
県
内
２

社
の
新
聞
社
が
報
じ
た
。
全
町
民
対
象
の
説

明
会
な
ど
を
経
て
最
終
決
定
を
す
る
と
の
事

だ
が
、
大
規
模
地
震
、
津
波
災
害
発
生
時
の

対
応
（
震
度
６
以
上
等
）
は
ど
う
な
る
の
か

聞
く
。

候
補
地
に
つ
い
て
沖
縄
県
が
作

成
し
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
図
に
よ
る
と
、

最
大
の
と
こ
ろ
で
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー

ト
ル
未
満
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
南
部
行
政

組
合
に
よ
る
と
、
津
波
対
策
と
し
て
計
画
地

盤
を
西
原
バ
イ
パ
ス
の
計
画
高
さ
に
合
わ
せ

る
為
に
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
．
５
メ
ー
ト
ル

盛
り
土
を
行
い
、
施
設
で
は
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ

を
設
け
て
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
２
階
に
し
、

電
気
室
等
の
使
用
機
器
も
２
階
に
設
置
す

る
。
１
階
の
高
さ
が
６
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
盛
り
土
に
よ
る
２
階
は
、
現
地
盤

か
ら
７
メ
ー
ト
ル
か
ら
７
．
５
メ
ー
ト
ル
以

上
に
な
る
た
め
、
万
が
一
津
波
が
来
た
と
し

て
も
施
設
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
件
に
つ
い

て
、
西
原
町
の
現
状
を
聞
く
。

令
和
４
年
12
月
の
一
斉
改

正
に
お
い
て
、
本
町
の
民
生
委
員
、
児
童
委

員
は
定
数
66
人
に
対
し
、
54
人
の
方
が
委
嘱

を
受
け
て
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
為
の

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

西
原
中
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
が
使
用

で
き
な
い
と
の
事
だ
が
、
町
内
の
学

習
環
境
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

西
原
中
学
校
の
プ
ー
ル
は

老
朽
化
し
、
安
全
面
上
使
用
困
難
な
状
況
に

あ
り
、
外
部
民
間
の
講
師
と
連
携
を
し
て

行
っ
て
い
る
。
町
内
の
他
の
５
校
に
つ
い
て

は
安
全
面
や
授
業
へ
の
支
障
は
な
く
、
通
常

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

■
焼
却
炉
（
ご
み
処
理
施
設
）

に
つ
い
て

■
民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
つ
い
て

前
まえ

里
さと

 光
こう

信
しん

議員

町
長

町
長

福
祉
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

■
町
内
の
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

の
件

○
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
つ
い
て

○
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

○
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

○
職
員
の
定
期
昇
給
に
つ
い
て
（
政
府
よ
り
55
歳
か

ら
の
定
期
昇
給
の
見
直
し
に
つ
い
て
）

○
農
福
連
携
と
学
校
給
食
の
食
材
の
確
保
ま
た
は
取

組
み
に
つ
い
て

○
金
秀
鉄
工
裏
の
農
道
整
備
に
つ
い
て

○
出
席
し
な
い
監
査
委
員
や
農
業
委
員
会
会
長
に
つ

い
て

○
工
業
専
用
地
域
の
拡
大
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

○
町
内
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

○
町
内
の
町
民
所
得
に
つ
い
て

○
そ
の
他
（
ゴ
ミ
処
理
の
件
）

老朽化で使用中止の
西原中学校プール

※
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
は

ご
み
収
集
車
が
ご
み
を
降
ろ
す
エ
リ
ア
の
こ
と
。

※
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
と
は

ご
み
収
集
車
が
焼
却
施
設
入
場
後
に
通
る
一
般

車
両
動
線
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
通
じ
る
坂

道
の
こ
と
。

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
聞
く

２
期
目
も
引
き
続
き
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
姿
勢
は
崩
さ
ず
、
町
発
展
の
為

に
汗
を
か
い
て
い
く
。

具
体
的
な
政
策
を
聞
く
。

学
校
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
公

共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や
国
道
バ
イ
パ

ス
整
備
に
伴
う
企
業
移
転
用
地
確
保
、
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
整
備
、
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
後
背
地
は
一
の
土
地
利
用
見

直
し
、
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
も
の
や
、

実
現
ま
で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
議
論
を
深
め
注
力
し
て

い
き
た
い
。

小
那
覇
候
補
地
の
面
積
、
地
権
者
数

を
聞
く
。

南
部
広
域
組
合
に
よ
る
と

候
補
地
の
面
積
は
、
４
．
２
ｈ
ａ
で
、
地
権

者
は
、
約
40
人
。

地
権
者
は
同
意
し
て
い
る
か
。

７
月
31
日(

水)

に
西
原

中
央
公
民
館
で
町
民
全
体
へ
説
明
会
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
こ
に
地
権
者
も
案
内
予
定

施
設
の
着
工
、
完
成
年
度
を
聞
く
。

着
工
は
令
和
15
年
度
で
、

完
成
年
度
は
令
和
18
年
度
で
、
供
用
開
始
は

令
和
19
年
度
の
予
定
。

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
地
主
を
聞
く
。

町
内
に
34
か
所
あ
り
、
合

計
筆
数
は
、
５
６
８
筆
。

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
地
主
が
勝
手

に
工
事
可
能
か
？
罰
則
を
聞
く
。

文
化
財
保
護
法
第
39
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
と
工
事
が
行
わ
れ
る
際

は
、
着
手
し
よ
う
と
す
る
60
日
前
に
県
へ
届

け
出
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
手

続
き
等
を
経
ず
に
開
発
行
為
を
行
っ
た
際
の

罰
則
は
な
い
が
、
第
４
条
で
協
力
規
定
が
あ

る
。

県
は
半
額
負
担
を
求
め
て
い
る
が
町

長
の
見
解
を
聞
く

県
知
事
は
、
２
０
２
５
年
度
か

ら
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に
す
る
と
新
聞
報

道
が
有
り
、
町
へ
事
前
説
明
も
な
く
驚
き
を

隠
せ
な
い
。

半
額
し
た
際
の
町
の
負
担
額
を
聞
く
。

調
定
額
は
約
６
５
０
０
万
円

で
、
町
の
負
担
額
は
約
２
５
２
５
万
円
。

町
民
体
育
館
の
屋
根
か
ら
雨
漏
り
が

今
年
初
旬
に
確
認
さ
れ
た
。
業
者
か

ら
報
告
は
な
か
っ
た
の
か
。

今
年
三
月
に
指
摘
は

あ
っ
た
が
雨
漏
り
が
な
く
、
四
月
の
大
雨
で

雨
漏
り
が
発
生
し
急
遽
対
応
し
た
。

雨
漏
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
分

腐
食
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
事
。
公

共
施
設
で
こ
ん
な
対
応
で
い
い
の
か
。

点
検
し
な
が
ら
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
一
番
の
対
策
。
反
省
を
し
て
い
る
。

四
月
下
旬
に
電
算
室
サ
ー
バ
ー
が
故

障
し
た
。
そ
の
原
因
や
影
響
、
現
在

の
対
応
を
聞
く
。

８
台
中
１
台
が
老
朽
化
に
よ

り
作
動
し
な
く
な
っ
た
。
数
か
月
間
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
機
能
せ
ず
複
数
の
課
の
デ
ー
タ
が

確
認
で
き
な
い
。
窓
口
対
応
に
影
響
も
あ
り
、

住
民
の
皆
様
に
お
詫
び
す
る
。

「
文
教
の
ま
ち
」
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
つ
い
て
だ
が
、
三
月
議
会

で
上
程
さ
れ
予
算
化
さ
れ
た
後
、
ス
ト
ッ
プ

す
る
こ
と
が
過
去
に
あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
て

い
い
の
か
聞
く
。

本
来
あ
っ
て
は
い
け
な
い

が
適
正
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
い
ま
一
度
精

査
さ
せ
て
い
る

見
積
も
り
を
取
っ
た
業
者
は
、
何
社

で
そ
の
所
在
地
を
聞
く
。

２
社
あ
り
、
西
原
町

と
宜
野
湾
市
の
業
者
で
あ
る
。

専
門
的
な
知
識
も
必
要
と
の
こ
と
だ

が
、
２
社
の
実
績
は
十
分
か
。

１
社
は
ホ
ー
ル
プ
ラ

ン
。
も
う
１
社
は
ホ
ー
ル
管
理
の
実
績
。

見
積
も
り
業
者
の
設
立
年
数
は
。

資
料
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

知
っ
て
る
は
ず
。
虚
偽
の
答
弁
は
ま

ず
い
と
解
っ
て
い
る
か
。

１
社
は
令
和
５
年
度
。

わ
ず
か
１
年
、
１
年
ぐ
ら
い
の
業

者
も
見
積
も
り
を
出
し
て
い
る
。

４
千
万
円
を
超
え
る
事
業
だ
が
、
こ
れ
が
正

し
い
と
思
う
か
。

正
し
く
な
い
と
思
う
。

私
も
そ
れ
は
不
適
切
だ
っ

た
と
思
う
。

西原町町民体育館に雨漏りが‥！！
公共施設への対応は大丈夫？？

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

■
町
長
２
期
目
出
馬
を
質
す

■
町
内
文
化
財
を
質
す

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
部
長

副
町
長

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

■「
町
民
の
財
産
」
ず
さ
ん
な

管
理
‼

■
町
の「
心
臓
部
」サ
ー
バ
ー
が

故
障
‼

■
こ
ん
な
事
業
の
や
り
方
っ
て

「
あ
り
」
？

町
長

町
長

○
美
咲
区
内
の
国
道
歩
道
の
事
故
に
つ
い
て小那覇のごみ処理施設候補地

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ッ
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を
聞
く

２
期
目
も
引
き
続
き
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
姿
勢
は
崩
さ
ず
、
町
発
展
の
為

に
汗
を
か
い
て
い
く
。

具
体
的
な
政
策
を
聞
く
。

学
校
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
公

共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や
国
道
バ
イ
パ

ス
整
備
に
伴
う
企
業
移
転
用
地
確
保
、
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
整
備
、
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
後
背
地
は
一
の
土
地
利
用
見

直
し
、
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
も
の
や
、

実
現
ま
で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
議
論
を
深
め
注
力
し
て

い
き
た
い
。

小
那
覇
候
補
地
の
面
積
、
地
権
者
数

を
聞
く
。

南
部
広
域
組
合
に
よ
る
と

候
補
地
の
面
積
は
、
４
．
２
ｈ
ａ
で
、
地
権

者
は
、
約
40
人
。

地
権
者
は
同
意
し
て
い
る
か
。

７
月
31
日(

水)

に
西
原

中
央
公
民
館
で
町
民
全
体
へ
説
明
会
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
こ
に
地
権
者
も
案
内
予
定

施
設
の
着
工
、
完
成
年
度
を
聞
く
。

着
工
は
令
和
15
年
度
で
、

完
成
年
度
は
令
和
18
年
度
で
、
供
用
開
始
は

令
和
19
年
度
の
予
定
。

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
地
主
を
聞
く
。

町
内
に
34
か
所
あ
り
、
合

計
筆
数
は
、
５
６
８
筆
。

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
地
主
が
勝
手

に
工
事
可
能
か
？
罰
則
を
聞
く
。

文
化
財
保
護
法
第
39
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
と
工
事
が
行
わ
れ
る
際

は
、
着
手
し
よ
う
と
す
る
60
日
前
に
県
へ
届

け
出
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
手

続
き
等
を
経
ず
に
開
発
行
為
を
行
っ
た
際
の

罰
則
は
な
い
が
、
第
４
条
で
協
力
規
定
が
あ

る
。

県
は
半
額
負
担
を
求
め
て
い
る
が
町

長
の
見
解
を
聞
く

県
知
事
は
、
２
０
２
５
年
度
か

ら
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に
す
る
と
新
聞
報

道
が
有
り
、
町
へ
事
前
説
明
も
な
く
驚
き
を

隠
せ
な
い
。

半
額
し
た
際
の
町
の
負
担
額
を
聞
く
。

調
定
額
は
約
６
５
０
０
万
円

で
、
町
の
負
担
額
は
約
２
５
２
５
万
円
。

県
は
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
県
内
の

中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
を
支
援
す

る
事
業
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
市
町
村

立
あ
る
い
は
県
立
中
学
校
に
通
う
生
徒
の
給

食
費
を
全
面
的
に
無
償
と
す
る
市
町
村
に
対

し
て
、
費
用
の
半
分
を
県
が
補
助
す
る
と
し

て
い
る
。
町
長
の
見
解
は
。

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
と
し
て
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
的
な
要
望
事
項
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
に

と
っ
て
、
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
国
の
少
子
化
対
策
の

充
実
、
強
化
を
図
る
意
味
か
ら
も
県
や
国
レ

ベ
ル
で
実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
報
道
か
ら
す
る
と
、
中
学
生
の
就
学
援
助

者
を
除
い
た
費
用
の
半
分
を
町
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
財
政
的
に
も
大
き
な
負
担
と

な
る
が
、
県
内
に
お
け
る
給
食
費
無
償
化
の

流
れ
が
一
歩
前
進
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
来
年
度
か
ら
の
無
償
化
は
、
今
後

の
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

町
内
中
学
生
給
食
食
材
費
の
総
額
は

幾
ら
に
な
る
の
か
。

中
学
生
分
は
令
和
６
年
度
概
算

で
、
７
，
１
５
０
万
円
。

防
災
マ
ッ
プ
の
津
波
編
で
「
遠
く
」
よ

り
も
「
高
く
」
に
と
あ
る
が
、
避
難
者

が
気
付
き
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
る
か
。

西
原
町
避
難
誘
導
マ
ッ
プ

の
見
直
し
を
行
い
、
指
定
避
難
場
所
及
び
指

定
避
難
所
に
標
高
を
記
載
し
て
い
る
。
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
自
治

会
の
掲
示
板
、
自
治
会
事
務
所
へ
の
掲
示
、

事
業
所
に
配
布
し
て
周
知
し
て
い
る
。

災
害
対
策
基
本
法
及
び
西
原
町
防

災
計
画
で
定
め
る
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
や
個
別
避
難
計
画
の
作
成
進
捗

状
況
は
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

は
、
他
自
治
体
に
お
け
る
対
象
者
の
定
義
な

ど
を
調
査
し
、
名
簿
作
成
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
個
別
避
難
計
画
は
、
本
人
同

意
が
必
要
と
な
る
為
、
実
際
に
取
組
ん
で
い

る
自
治
体
を
参
考
に
検
討
を
図
り
た
い
。

大
おお

城
しろ

 誠
せい

一
いち

議員

■
給
食
費
無
償
化
を
質
す

■
ご
み
処
理
施
設
関
連
を
質
す

■
防
災
対
策
に
つ
い
て

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

■
中
学
生
給
食
費
無
償
化
へ
の

取
組
み

町
長

町
長

総
務
部
長

○
公
立
学
校
教
員
給
与
制
度
改
革

○
環
境
行
政
に
つ
い
て

　
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ+

Ｆ
Ａ
Ｓ
）

小那覇のごみ処理施設候補地西原町避難誘導マップ

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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デ
ニ
ー
知
事
が
定
例
記
者
会
見
で
来

年
度
か
ら
中
学
生
の
い
る
世
帯
に
対

し
学
校
給
食
費
を
支
援
す
る
と
発
表
し
、
今
日

の
新
聞
報
道
で
は
全
て
の
市
町
村
に
費
用
の

半
分
を
支
援
す
る
と
あ
っ
た
。
来
年
度
か
ら
実

現
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

国
の
少
子
化
対
策
の
充
実
、
強

化
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
や
は
り
県
も
し
く

は
国
レ
ベ
ル
で
実
施
す
る
も
の
だ
。
対
象
者

の
問
題
や
半
額
補
助
と
い
う
解
決
す
べ
き
課

題
は
あ
る
が
、
給
食
無
償
化
の
流
れ
が
一
歩

前
進
だ
と
思
う
。
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
は
、
県
の

半
額
補
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
今
回
は
、
全
額
県
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

発
想
に
な
る
の
か
。

私
は
、
県
に
出
せ
と
は
一
言
も

言
っ
て
な
い
。
本
来
は
、
国
が
施
策
と
し
て
展

開
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
国
に
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
県
に
も
要
請
し
て
い
る
。
県
が
半

分
出
す
こ
と
は
、
一
歩
前
進
だ
と
言
っ
て
い

る
。
県
の
ほ
う
に
求
め
て
い
る
の
は
市
長
会
で

あ
っ
て
、
町
村
会
は
求
め
て
い
な
い
。
ま
ず
一

歩
前
進
な
の
で
、
我
々
も
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
こ
う
と
今
検
討
し
て
い
る
。

日
本
農
業
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
市

町
村
含
め
県
も
、
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
国
が
や
る
べ
き
だ
と
望
ん
で
い
る
。

憲
法
で
、
教
育
費
は
無
償
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
給
食
も
教
育
の
一
環
だ
と
学
校
給
食
法
に

あ
る
。
国
が
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
だ
。
国
に
対

し
て
、
市
町
村
、
県
が
一
緒
に
な
っ
て
要
請
し

て
ほ
し
い
。
町
長
の
決
意
を
再
度
聞
く
。

国
の
施
策
で
本
来
は
展
開
す
べ

き
だ
。
県
に
も
拡
大
会
議
で
、
国
の
方
へ
の

要
請
を
求
め
て
い
る
。
国
も
少
子
化
対
策
を

含
め
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
早
め
に

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。
県
知
事
の
補
助
は

一
歩
前
進
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
議
論
が
各

地
域
で
も
起
こ
っ
て
く
る
か
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
期
待
し
て
い
る
。

今
年
度
の
町
単
独
事
業
の
総
数
と
事

業
名
、
そ
の
予
算
は
。

単
独
事
業
は
一
四
六
事

業
で
予
算
額
は
48
億
６
千
万
円
。
総
務
部

は
、
東
部
消
防
組
合
負
担
金
事
業
で
約

５
億
６
千
万
円
、
南
部
広
域
行
政
組
合
負
担

金
事
業
で
２
億
７
千
万
円
、
自
治
会
事
務
委

託
事
業
で
約
６
千
万
円
、
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
事
業
で
約
６
千
万
円
、
資
源
ご
み
回
収

事
業
で
約
５
千
万
円
。
福
祉
部
は
、
介
護
保

険
事
業
で
３
億
９
千
万
円
、
坂
田
保
育
所
運

営
事
業
で
７
千
万
円
、
社
会
福
祉
協
議
会
関

係
事
業
で
約
６
千
万
円
、
発
達
支
援
保
育
事

業
で
約
５
千
万
円
、
児
童
館
運
営
事
業
で
約

３
千
万
円
。
建
設
部
は
、
下
水
道
事
業
会
計

繰
出
事
業
で
２
億
４
千
万
円
。
区
画
整
理
特

別
会
計
繰
出
事
業
で
１
億
１
千
万
円
、
す
ぐ

や
る
事
業
で
約
２
千
円
、
都
市
計
画
運
営
事

業
で
約
２
千
万
円
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
で
約
２
千
万
円
。
教
育
部
は
、
社

会
体
育
施
設
運
営
事
業
で
約
７
千
万
円
、
町

立
小
学
校
運
営
事
業
で
約
６
千
万
円
、
町
立

図
書
館
運
営
事
業
で
約
５
千
万
円
、
町
立
中

学
校
運
営
事
業
で
約
４
千
万
円
、
事
務
局
運

営
事
業
で
約
３
千
万
円
。

今
年
度
の
海
外
移
住
者
子
弟
受
入
事

業
の
概
要
は
。

今
回
か
ら
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
南
米
３
か
国
に
ハ
ワ

イ
州
を
加
え
、
今
年
度
は
ハ
ワ
イ
州
か
ら
研

修
生
一
名
を
予
定
。
５
年
ご
と
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
大
会
に
４
か
国
か
ら
４
名
を
受
け

入
れ
る
予
定
。
10
月
か
ら
11
月
の
２
か
月

間
、
日
本
語
、
文
化
研
修
、
町
内
小
中
学
校

で
の
交
流
事
業
等
を
行
な
う
予
定
。

図
書
館
費
の
図
書
整
備
事
業
の
備
品

購
入
費
（
図
書
購
入
費
）
の
５
年
間

の
推
移
と
年
度
ご
と
の
購
入
冊
数
。

令
和
元
年
度
２
０
０
万

円
で
１
０
４
７
冊
、
令
和
２
年
度
２
０
万

円
で
１
１
７
冊
、
令
和
３
年
度
50
万
円
で

３
４
５
冊
、
令
和
４
年
度
２
１
０
万
円
で

１
０
３
１
冊
、
令
和
５
年
度
２
０
０
万
円
で

１
０
３
８
冊

町
長

喜
き

納
な

 昌
まさ

盛
もり

議員

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

町
長

町
長

教
育
部
長

総
務
部
長

■
全
国
都
道
府
県
４
番
目
の
学

校
給
食
無
償
化
表
明
！

■
今
年
度
の
事
業

○ 

新
規
の
一
括
交
付
金
事
業

　
一 

防
災
対
策
事
業

　
　
（
防
災
無
線
機
能
強
化
整
備
）の
具
体
的
な
実
施
計

　
　
　
画
は

　
二 

畜
産
事
務
運
営
事
業

　
　

 （
和
牛
生
産
推
進
）の
内
容
。

　
三 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
運
営
事
業
の
概
要
は
。

○ 

西
原
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　
一 

土
地
利
用
の
構
想
に
基
づ
く
方
策
の 

具
体
的
実

　
　

施
計
画
は
。

　
二 

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
開
発
の 

具
体
的
な
計
画
は
。

　
三 

農
用
地
等
の
保
全
計
画
の
具
体
的
な
実
施
計
画
は
。

令和６年度の西原町の事業と
予算は？

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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デ
ニ
ー
知
事
が
定
例
記
者
会
見
で
来

年
度
か
ら
中
学
生
の
い
る
世
帯
に
対

し
学
校
給
食
費
を
支
援
す
る
と
発
表
し
、
今
日

の
新
聞
報
道
で
は
全
て
の
市
町
村
に
費
用
の

半
分
を
支
援
す
る
と
あ
っ
た
。
来
年
度
か
ら
実

現
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

国
の
少
子
化
対
策
の
充
実
、
強

化
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
や
は
り
県
も
し
く

は
国
レ
ベ
ル
で
実
施
す
る
も
の
だ
。
対
象
者

の
問
題
や
半
額
補
助
と
い
う
解
決
す
べ
き
課

題
は
あ
る
が
、
給
食
無
償
化
の
流
れ
が
一
歩

前
進
だ
と
思
う
。
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
は
、
県
の

半
額
補
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
今
回
は
、
全
額
県
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

発
想
に
な
る
の
か
。

私
は
、
県
に
出
せ
と
は
一
言
も

言
っ
て
な
い
。
本
来
は
、
国
が
施
策
と
し
て
展

開
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
国
に
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
県
に
も
要
請
し
て
い
る
。
県
が
半

分
出
す
こ
と
は
、
一
歩
前
進
だ
と
言
っ
て
い

る
。
県
の
ほ
う
に
求
め
て
い
る
の
は
市
長
会
で

あ
っ
て
、
町
村
会
は
求
め
て
い
な
い
。
ま
ず
一

歩
前
進
な
の
で
、
我
々
も
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
こ
う
と
今
検
討
し
て
い
る
。

日
本
農
業
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
市

町
村
含
め
県
も
、
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
国
が
や
る
べ
き
だ
と
望
ん
で
い
る
。

憲
法
で
、
教
育
費
は
無
償
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
給
食
も
教
育
の
一
環
だ
と
学
校
給
食
法
に

あ
る
。
国
が
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
だ
。
国
に
対

し
て
、
市
町
村
、
県
が
一
緒
に
な
っ
て
要
請
し

て
ほ
し
い
。
町
長
の
決
意
を
再
度
聞
く
。

国
の
施
策
で
本
来
は
展
開
す
べ

き
だ
。
県
に
も
拡
大
会
議
で
、
国
の
方
へ
の

要
請
を
求
め
て
い
る
。
国
も
少
子
化
対
策
を

含
め
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
早
め
に

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。
県
知
事
の
補
助
は

一
歩
前
進
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
議
論
が
各

地
域
で
も
起
こ
っ
て
く
る
か
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
期
待
し
て
い
る
。

こ
ど
も・若
者
政
策
の
基
本
方
針「
こ

ど
も
大
綱
」
が
２
０
２
３
年
12
月
閣

議
決
定
、
４
月
施
行
。
こ
ど
も
基
本
法
に
基

づ
き
、
今
後
５
年
程
度
の
こ
ど
も
・
若
者
政

策
基
本
方
針
と
な
る
。
こ
ど
も
の
人
権
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
の
権
利
条
約
で
、

こ
ど
も
に
は
一
人
の
人
間
と
し
て
様
々
な

権
利
が
あ
る
と
と
も
に
、
大
人
へ
の
成
長
過

程
で
あ
る
こ
ど
も
な
ら
で
は
の
権
利
が
あ

る
。
こ
ど
も
が
権
利
の
全
面
的
主
体
で
あ

り
、
い
か
な
る
理
由
で
も
差
別
さ
れ
ず
、
そ

の
命
が
守
ら
れ
健
全
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
、
こ
ど
も
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
最
善
の

利
益
を
第
一
に
考
え
る
。

小
中
学
校
の
こ
ど
も
や
保
護
者
へ
周

知
は
。

　

小
中
学
校
の
こ
ど
も
や
保

護
者
へ
の
周
知
は
な
し
。
学
校
へ
は
、
学
校

に
関
す
る
文
面
に
関
し
周
知
。

こ
ど
も
・
若
者
へ
周
知
と
意
見
の
取

り
入
れ
計
画
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
こ
ど
も
・
若
者

へ
の
周
知
や
意
見
を
取
り
入
れ
る
計
画
は
な

い
。
県
も
こ
ど
も
計
画
の
策
定
に
向
け
た
報

道
は
あ
る
が
、
町
こ
ど
も
計
画
策
定
は
努
力

義
務
。
策
定
す
る
場
合
、
こ
ど
も
・
若
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
事
が
必
須
。
当
該
こ
ど

も
計
画
の
策
定
は
、
県
の
策
定
内
容
も
踏
ま

え
検
討
。こ

ど
も
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会

づ
く
り
の
意
識
改
革
を
ど
う
考
え
る

か
。

こ
ど
も
や
若
者
、
子
育
て

当
事
者
が
気
兼
ね
な
く
様
々
な
制
度
や
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
、
地
域
社
会
や
企
業
等

全
て
の
人
が
こ
ど
も
や
子
育
て
中
の
町
民
の

状
況
を
理
解
し
応
援
す
る
社
会
全
体
の
機
運

の
醸
成
が
必
要
。

こ
ど
も
か
ら
若
者
に
切
れ
目
な
い
支

援
目
標
や
計
画
。町
の
見
解
を
問
う
。

こ
ど
も
・
若
者
政
策
は
、

こ
ど
も
大
綱
や
県
こ
ど
も
計
画
等
を
勘
案

し
、
町
こ
ど
も
計
画
で
定
め
る
。
現
在
具
体

的
な
計
画
等
は
な
い
。
令
和
６
年
５
月
24
日
、

こ
ど
も
家
庭
庁
よ
り
示
さ
れ
た
、
自
治
体
こ

ど
も
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
県
計
画
の

策
定
状
況
を
注
視
。

長
なが

浜
はま

 ひろみ 議員

町
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

教
育
部
長

■
こ
ど
も
・
ま
ん
な
か
ア
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

○
平
和
行
政
に
つ
い
て

○
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○
離
婚
後
「
共
同
親
権
」
に
つ
い
て

○
防
災
士
資
格
習
得
に
つ
い
て

○
待
機
児
童
に
つ
い
て

○
保
育
士
確
保
施
策
に
つ
い
て

学校給食は教育の一環！

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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家
庭
調
査
票
は
現
在
ど
の
よ
う
な
形

で
記
載
し
て
い
る
か
。

町
内
小
中
学
校
で
は
、
毎

年
新
学
期
に
全
学
年
全
生
徒
に
紙
媒
体
で
配

布
し
、
保
護
者
が
記
載
し
て
い
る
。
た
だ
し

内
小
学
校
１
校
で
は
、
１
年
生
・
４
年
生
に

新
た
に
配
布
し
そ
の
他
の
学
年
で
は
変
更
点

の
み
記
載
さ
せ
て
い
る
。

家
庭
調
査
票
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
可
能

か
。

緊
急
時
に
す
ぐ
に
確

認
で
き
る
紙
媒
体
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

県
や
他
の
市
町
村
の
動
向
も
確
認
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

学
校
側
の
管
理
体
制
や
組
織
内
の
動

き
に
よ
っ
て
変
え
る
こ
と
は
可
能
で

は
な
い
か
。

家
庭
調
査
票
の
記
述

内
容
等
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
か
学
校
側
と

協
議
し
な
が
ら
保
護
者
の
負
担
が
な
い
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

導
入
か
ら
一
年
た
っ
た
ス
ク
リ
レ
だ

が
、
実
際
学
校
側
か
ら
の
具
体
的
な

声
は
あ
る
の
か
。

学
校
の
方
か
ら
は
電

話
業
務
の
減
や
印
刷
関
係
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

等
の
声
が
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
新
年
度

時
に
お
け
る
周
知
・
対
応
業
務
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。こ

れ
ま
で
当
り
前
で
あ
っ
た
こ
と
が

社
会
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い

く
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
早
め
に
考

え
、
当
事
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。
学
校
運
営
協
議
会

等
の
場
を
活
用
し
て
い
け
な
い
か
。

万
が
一
何
か
あ
っ
た
場
合

に
は
学
校
の
組
織
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
学

校
運
営
協
議
会
と
い
う
組
織
を
活
用
し
な
が

ら
不
備
な
所
は
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
と
思
っ
て
い
る　
も
っ
と
組
織
を
整
理
し

な
が
ら
包
括
的
に
保
護
者
と
学
校
と
調
整
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

https://www.town.nishihara.okinawa.
jp/diet/index.html

西原町
議会事務局の
ホームページへ
ようこそ

　西原町議会のホームページで
は、議会の仕組みや議員紹介等
をはじめ、各議員の一般質問を
動画で見ることもできます。
　また、定例会や臨時会の日程
や内容、結果など、さまざまな
議会の情報がいっぱい！ぜひご
覧ください！

儀
ぎ

間
ま

 駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

教
育
部
長

教
育
長

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
主
幹

■
本
町
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

○
学
校
車
の
管
理
・
運
用
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
会
計
に
つ
い
て
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令和6年度　西原町の

令和5年度　西原町の

歳入歳出それぞれ8億3,558万6,000円を追加し、令和６年度の歳入歳出予算が総額が
148億3,158万6,000円となっています。
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一般会計補正予算

歳 入主な
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○土木費　＋1億1,062万3,000円
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公共下水道事業会計公共下水道事業会計
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4億5,399万2,000円とする。
収益的支出を73万1,000円減額し、
4億1,891万4,000円とする。
資本的収入を1,725万7,000円減額し、
7億8,421万3,000円とする。
資本的支出を1,725万7,000円減額し、
9億4,398万9,000円とする。
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8億9,856万9,000円とする。
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文教厚生常任委員会　視察調査
　文教厚生常任委員会（伊集悟委員長）では、７月２６日（金）に浦添市教育委

員会で「学校給食の民間委託の取組みについて」視察調査を行いました。

　浦添市は県内初の学校給食民間委託を導入して１５年ということで、民間

委託に至る背景や目的、導入前の保護者からの意見、委託における契約書・

仕様書の重要性、委託先選定のポイント、事業費削減などの成果や課題つ

いて詳細に調査することができました。

　本町の学校給食共同調理場は今年で築４０年。老朽化が著しく、改築の必

要性が示されています。現在、学校給食は、物価高騰によるコスト増や学校

給食無償化などの議論もあるなか、将来の人口動態・児童生徒数予測等も

踏まえ、今後の本町の学校給食の運営がどうあるべきか、町民とともに議論

を深めていきたいと思います。 ▲浦添市役所委員会室にて

補
正
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西原町公共施設等総合管理計画
　日本ではこれまで、高度経済成長期・急激な人口増加を背景に、多くの公共施設整備を行ってきまし
た。そして現在、これまで整備してきた公共施設の老朽化が大きな課題となっています。加えて、少子高
齢化による税収等収入減や社会保障費増等により、今後の財政状況が厳しいものと予測されています。
　そのため、これまでの『新しく造ること』から『賢く使うこと』へ重点を置いた対策が必要不可欠です。

　本町においても行政需要の拡大により公共施設を整備してきましたが、これら公共施設の多くに老朽
化の問題が表面化してきています。安全・安心なサービスを提供するための維持補修に加え、大規模改修
や建替えが必要となることが見込まれるとともに、その時期が集中することが予想されます。さらに、社
会構造や住民ニーズの変化により、公共サービスのあり方を改めて見直す必要性にも迫られています。
　そのことから長期的な視点から計画的・効率的な公共施設等の整備や維持管理、施設の長寿命化や統
廃合を検討することにより将来負担の軽減を図り、限られた財源の中で充実した行政サービスを提供す
ることを目的として、「西原町公共施設等総合管理計画」を策定しています。

　全ての公共施設の建て替え等に関する費用には多額の財源が必要になってきます。本町の財政状
況では大変厳しい状況の中でいかに財源を確保していくかがこれまでも課題として取り上げられ
てきました。
　「西原町公共施設等総合管理計画」では西原町中央公民館や町民体育館を含め約28施設が対象と
なっています。
　また、学校施設においては西原町学校施設等長寿命化計画が策定され、計画に基づいて整備がすす
められる予定になっています。

西原町学校施設等長寿命化計画
　西原町学校施設等長寿命化計画は、「西原町公共施設等総合管理計画」の個別計画であり、学校施
設等の計画的な修繕、改築スケジュールを策定することにより、将来負担コストの軽減・平準化を
図りながら、児童生徒が安全・安心に学校施設等を利用できるような教育環境の整備を図ることを
目的として策定するものです。
　西原町学校施設等長寿命化計画における学校施設等の整備は7つの基本的な方針に基づいて推
進されていきます。

① 学校施設等の保有総量の適正化

② 安全・安心で利用しやすい学校施設等の整備

③ 予防保全による施設の長寿命化の推進

④ 地域拠点としての学校施設等の整備

⑤ 快適な教育環境の整備

⑥ 認定こども園の創設

⑦ 学校給食共同調理場の整備

　議会ではこれまで公共施設の一つであるテニスコートの修繕や学校施設である小中学校体育館
屋根長寿命化工事、中央公民館の民間活力を活用に関する調査などの予算について審議し、可決し
てきた経緯があります。６月定例会においては西原東小学校の建て替え計画に先んじて、西原東小
学校コンクリート剥離落下防止ネット取付工事予算等について審議し可決してきました。また、財
源確保のため企業版ふるさと納税の導入やPPP/PFIによる民間活力活用、ネーミングライツ、各種
補助金などについてさまざまな提案も行ってまいりました。今後も様々な提案を通して町民の皆様
に安心、安全なサービスを行うためにも議会としても注視していきたいと思います。

※長寿命化とは
　長寿命化とは、施設をなるべく長く使い続けるため、必要な整備を適切に行うことです。
本計画では「長寿命化」「大規模改造」「予防改修」「定期更新」「応急修繕」（以下、「改修等」と
いう。）といった長寿命化手法により、建物の目標使用期間に応じて適切に改修周期を構築
し、持続可能な財政運営を進めながら学校施設等の長寿命化を図っていきます。
　また、本町の厳しい財政状況を踏まえ、中長期的な維持管理等に係るトータルコストの
縮減や予算の平準化を実現するため、長寿命化手法については費用対効果など経済的な比
較検討を行い、施設の更新を含めて優位となる手法を選択します。

西原町学校給食共同調理場 西原東小学校 西原中学校 西原中学校プール 西原町中央公民館 西原町民体育館
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令和 6 年度　第 3 回 臨時会 議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解について） 報告

承認第１号 専決処分承認を求めることについて（西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

承認第２号 専決処分承認を求めることについて（西原町税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第20号 工事請負契約締結について（西原南小学校体育館屋根長寿命化工事） 原案可決

議案第30号 令和６年度  西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

令和 6 年度　第 4 回 定例会 議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

報告第2号 令和５年度西原町繰越明許費繰越計算書の報告について 報告

報告第3号 令和６年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書の報告について 報告

報告第4号 令和５年度西原町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告

議案第31号 工事請負契約書について（西原町公園ＬＥＤ化工事（その１）） 原案可決

議案第32号 工事請負契約変更について（Ｒ５－６西原西地区造成工事） 原案可決

議案第33号 動産の取得について（令和６年度学校教室ＩＣＴ環境整備事業） 原案可決

議案第34号 沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決

議案第35号 西原町こども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第36号 西原町下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第37号 令和６年度西原町一般会計補正予算について 原案可決

議案第38号 令和６年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第39号 令和６年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第40号 令和６年度西原町水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第41号 令和６年度西原町下水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第42号 動産の取得について（消毒保管機購入事業） 原案可決

　 閉会中の継続審査・調査申出書 可決

議員派遣の件 可決

臨
時
会
・
定
例
会
議
案
議
決
結
果
／
陳
情

みなさんからの陳情はこうなりました
6 月定例会で審査した陳情の結果を報告します。

件　　　　名 提出者 採択方法及び附託委員会 結　果

陳情第 945 号
国民健康保険制度と医療を受ける権利を守るため現行の
健康保険証存続を求める陳情書

沖縄県社会保障
推進協議会

配布

陳情第 946 号
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改
定を早急に行うことを求める陳情書

沖縄県社会保障
推進協議会

配布

陳情第 947 号
違法な農地転用・建築基準法違反の疑いがある調査依頼・
陳情

大城洋 配布
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令和５年度　政務活動費使途一覧表
　　　　政務活動費一人当たり年度支給額 120,000 円　（単位：円）

№ 議員名 調査研究費 研修費 広報・広聴費 要請陳情等
活動費 会議費 資料購入費 事務費 計 残余金

19 大 城 純 孝 59,220 66,370 9,972 135,562 ▲ 15,562

1 大 城 誠 一 83,747 83,747 36,253

2 真 栄 城　 哲 102,530 27,074 6,533 136,137 ▲ 16,137

3 与 儀　 清 36,900 36,900 83,100

4 大 田　 實 48,060 48,060 71,940

5 山 城　 勝 貴 11,000 11,000 109,000

6 儀間 駿太郎 95,443 95,443 24,557

7 伊 集　 悟 106,475 17,572 124,047 ▲ 4,047

8 長浜 ひろみ 107,855 13,630 121,485 ▲ 1,485

9 伊 計 裕 子 42,200 82,693 124,893 ▲ 4,893

10 喜 納 昌 盛 52,005 30,230 82,235 37,765

11 新 田 宗 信 17,810 69,717 2,680 21,430 30,800 142,437 ▲ 22,437

12 與那嶺 良樹 18,450 18,450 101,550

13 新 川 喜 男 18,450 18,450 101,550

14 宮 里 洋 史 82,970 69,496 2,310 154,776 ▲ 34,776

15 屋 比 久 満 104,800 20,320 125,120 ▲ 5,120

16 大 城 好 弘 107,190 36,900 144,090 ▲ 24,090

17 仲 松　 勤 10,000 120,000 55,000 185,000 ▲ 65,000

18 前 里 光 信 56,740 23,944 47,200 127,884 ▲ 7,884

合 　計 552,153 300,975 441,637 2,680 2,310 523,628 92,333 1,915,716 364,284

※ 1　政務活動費は、議会の審議能力の強化と議員の調査研究活動基盤の充実を図るための費用です。
※ 2　残余金の▲表示はマイナス額（この分は当議員の自己負担となります）

議会活動
火葬場建設等調査特別委員会視察研修

▲研修の様子（恩納村斎場） ▲よみたん斎苑

▲恩納村斎場　

　火葬場建設等調査特別委員会（前里光信委員長）は令和6年7月3日に恩納村、読谷村両村の
火葬場を視察しました。建設の背景や建設費用等についてさまざまなお話を伺いました。火
葬場建設等調査特別委員会は、引き続き火葬場建設に向けた調査、研究を行ってまいります。

訪 問 先 ○恩納村斎場（恩納村字恩納）　

○よみたん斎苑（読谷村字親志）

研修内容 ○建設場所の選定理由

○建設費

○施設規模

○設備の機能

○建設から竣工までの経過

○運営方法について
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６月議会の傍聴者
延べ人数

/人17

西原南小学校の6年生の皆さんが議場見学をしました！

【ひとこと】

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

議会だよりに対するご意見、
ご要望等はこちらへ
西原町議会事務局
TEL：098-945-5122

　
昨
年
12
月
に
少
女
が
米
兵
に
連

れ
去
ら
れ
性
的
暴
行
を
受
け
た
こ

と
が
６
月
25
日
の
報
道
で
明
ら
か

に
な
り
、
７
月
８
日
西
原
町
臨
時

会
で
抗
議
決
議
・
意
見
書
を
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。少
女
の

尊
厳
を
深
く
傷
つ
け
た
許
し
が
た

い
も
の
で
す
。し
か
も
、
報
道
さ
れ

る
ま
で
県
に
通
報
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
が
広
が
っ

た
こ
と
、
少
女
や
家
族
へ
の
ケ
ア

も
な
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い

こ
と
に
対
し
て
、
憤
り
を
抑
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
国
会
閉
会
中
審
査
で
の
上
川
外

相
の
答
弁
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

を
理
由
に
通
報
し
な
く
て
よ
い
と

い
う
規
定
は
通
報
手
続
に
な
い
と

認
め
な
が
ら
、県
に
通
報
し
な
か
っ

た
の
は
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え

て
い
な
い
と
。防
衛
省
は
、
被
害
者

へ
の
補
償
の
制
度
説
明
が
い
つ
な

さ
れ
た
の
か
と
問
わ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、説
明
が
さ
れ
た
か
ど
う
か

さ
え
把
握
し
て
い
な
い
と
。

　
県
民
の
人
権
や
尊
厳
を
第
一
に

考
え
る
政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う
力

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長
　
伊
計
　裕
子

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を

お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真
を募集しています。うまいへたは関係ありません。
こどもから大人まで、生き生きとした題字と写真
をお待ちしています。
送付先　議会事務局（担当：当真）
ＴＥＬ９４５－５１２２　　ＦＡＸ９４５－５０４５
mail : gikaii _ jimu＠ｔown.nishihara.okinawa.jp

　役場から徒歩5分の西原ハイツスタジオにて
4月から書道教室をオープンしております。
お気軽に遊びに来てください。　

作 者制字題

きん じょうきん じょう しょううんしょううん

金城 翔雲さん金城 翔雲さん

　西原南小学校6年生68名のみなさんが、令和6年5月31日（金）に西原町の議場見学をしまし
た。議場の議長席はもちろん、議員席や当局席に座り、議会について説明を受けました。傍聴席
に座った児童たちは議場の全体の様子を見学した後、議場の児童たちと交代。議会の内容や運
営、議場の中の備品など多岐にわたる質問がたくさんの児童から寄せられ、議会事務局員が丁
寧に回答しました。
　これから西原町を担っていく児童のみなさんに議会を知ってもらうよい機会となりました。
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